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はじめに

このマニュアルでは、Sun Enterprise 10000 用 Capacity on Demand 1.0 の最新情報に
ついて説明しています。また、Capacity on Demand をスペア SSP (System Service
Processor)にインストールしたり、メイン SSP に再インストールする手順についても
説明しています。

マニュアルの構成
このマニュアルは、SSPに関して十分な知識と経験をもった Sun Enterprise 10000 シ
ステムの管理者を対象としています。SSPについての詳細は、『Sun Enterprise 10000
SSP 3.3ユーザーマニュアル』と『Sun Enterprise 10000 SSP 3.3リファレンスマニュア
ル』を参照してください。Capacity of Demand 1.0 の実行には、SSP 3.1.1 以降が必要
です。Sun Enterprise 10000システムの管理には、Solaris オペレーティング環境な
ど、UNIX®についての十分な知識と経験が必要です。Solarisオペレーティング環境
について学習したい場合は、システムに同梱されている Solaris User Collectionおよ
び Solaris System Administrator Collection の AnswerBook2™ を参照するか、UNIX
システム管理に関するトレーニングなどを受講してください。
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書体と記号について

シェルプロンプトについて

表 P-1 このマニュアルで使用している書体と記号

書体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレ
クトリ名、画面上のコンピュータ
出力、コード例。

.login ファイルを編集します。
ls -aを実行します。
% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面
上のコンピュータ出力と区別して
表します。

machine_name% su

Password:

AaBbCc123
またはゴシック

コマンド行の可変部分。実際の名
前や値と置き換えてください。

rm filename と入力します。
rm ファイル名と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『Solaris ユーザーマニュアル』

「 」 参照する章、節、または、
強調する語を示します。

第 6章「データの管理」を参照。
この操作ができるのは「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキス
トがページ行幅をこえる場合に、
継続を示します。

% grep ‘^#define \

　 XV_VERSION_STRING’

表 P-2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

UNIX の Cシェル %

UNIX の Bourneシェルと Kornシェル $

スーパーユーザー (シェルの種類を問わない) #
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関連マニュアル
表 P-3 関連するマニュアル

用途 マニュアル名 パート番号

管理マニュアル 『Sun Enterprise 10000 Capacity on Demand 1.0

管理者マニュアル』
806-5028-10

リファレンス (マ
ニュアルページ)

『Sun Enterprise 10000 Capacity on Demand 1.0

リファレンスマニュアル』
806-5029-10

その他 『Sun Enterprise 10000 SSP 3.3 ユーザー
マニュアル』

806-5030-10

『Sun Enterprise 10000 SSP 3.3 リファレンス
マニュアル』

806-5031-10

『Sun Enterprise 10000 Dynamic Reconfiguration

ユーザーマニュアル』
806-5034-10

『Sun Enterprise 10000 Dynamic Reconfiguration

リファレンスマニュアル』
806-5033-10

『Sun Enterprise サーバー Alternate Pathing 2.3

ユーザーマニュアル』
806-3845-10

『Sun Enterprise サーバー Alternate Pathing 2.3

リファレンスマニュアル』
806-3936-10
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第1章

ご使用にあたって

一般的な問題

Capacity on Demand 1.0 マニュアル (英語) の印刷

『Sun Enterprise 10000 Capacity on Demand 1.0 Administrator Guide』や『Sun
Enterprise 10000 Capacity on Demand 1.0 Reference Manual』を印刷するには、それ
ぞれ対応する PostScript™ファイルを、Webからダウンロードした圧縮ファイルを展
開したディレクトリの Docsディレクトリからプリンタに出力してください。

AnswerBook2 サーバーでマニュアルページを閲覧

AnswerBook2サーバーでマニュアルページを閲覧する場合は、アルファベット順で並
んでいる各見出しの下にあるコマンド名をクリックしてください。ページの最上段に
あるアルファベット文字列をクリックすると、各見出しにジャンプしますが、マニュ
アルページは表示されません。

man(1M) コマンドでマニュアルページを閲覧

man(1M)コマンドでマニュアルページを閲覧するには、次のようにします。

1. 環境変数 MANPATHに SSPのマニュアルページのあるディレクトリ (通常は、
/opt/SUNWssp/man) が含まれているか、確認してください。

2. catman -w コマンドを実行します。
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既知のバグ

一部の smancommon.ent ファイルが Solaris 2.6 と 7 で
サポートされない (4264517)

説明: Solaris 2.6と Solaris 7は、別パッケージに含まれる smancommon.entファイル
をサポートしていません (日本語版の場合は、smancommon_ja.entファイル)。
また、マニュアルページの共通ファイルを異なるファイル名にした場合も、man(1M)
コマンドは正しく実行されません。man(1M)コマンドで表示される Capacity on
Demand 1.0のマニュアルページは、「OPTIONS」や「SEE ALSO」など一部の見出
しが正しく表示されないことがあります。ただし、正しく表示されないのは見出しだ
けであり、見出し以下の情報は正しく表示されます。

回避策: なし

パッチ

SSP 3.1.1

SSP 3.1.1を使用している場合、パッチ 108135-01 をインストールする必要がありま
す。これは、バグ 4258031 (スペア SSP を使用していた場合、coddが停止しない)を
修正するものです。このパッチは、ダウンロード先ディレクトリの Patchesディレ
クトリにあります。



3

第2章

Capacity on Demand 1.0のインストール

Sun Enterprise 10000システムとともに購入された Capacity on Demand 1.0 ソフト
ウェアとライセンスキー (複数のライセンスキーが必要な場合もあります) は、工場出
荷時にすでにインストールされています。詳細については、購入先にお問い合わせく
ださい。

スペア SSPを使用している場合は、Capacity on Demand 1.0 ソフトウェアをスペア
SSPにインストールする必要があります (手順については次のセクションで説明しま
す)。ディスクエラーや他の問題で Capacity on Demand 1.0 ソフトウェアを再インス
トールする場合は、5ページの「メイン SSP上に Capacity on Demand 1.0を再インス
トールする」を参照してください。

スペア SSPへの Capacity on Demand 1.0のインス
トール
スペア SSPを使用する場合、メイン SSPで使用しているものと同じバージョンの SSP
ソフトウェアと Solarisオペレーティング環境を使用する必要があります。

メイン SSPとスペア SSP に SSP 3.1.1 ソフトウェアを使用している場合は、パッチ
108135-01をインストールしてください。



4　 Sun Enterprise 10000 Capacity on Demand 1.0インストールマニュアルおよびご使用の手引き • 2000年 10月

� スペア SSP に Capacity on Demand 1.0 をインストール
する

1. ssp_backup(1M) コマンドを使用して、メイン SSP 環境をバックアップしてくださ
い。

ここでバックアップした内容は、この手順の後半で Capacity on Demand の設定情報
を含むメイン SSP環境を、スペア SSP 環境にコピーするときに使用されます。

2. Web から Capacity on Demand 1.0 ソフトウェアをダウンロードしてください。

a. Web ブラウザで、http://www.sun.com/servers/sw にアクセスします。

b. 「Enterprise 10000 Capacity on Demand (COD) 1.0 Software」のリンクをクリッ
クします。

c. 「Click here to download」リンクをクリックします。

ダウンロードされるファイル名は、sun_cod_1_0.tar.Z です。

3. スーパーユーザーとして SSP にログインします。

4. SSP プロセスが実行されている場合は (通常は、メイン SSP 上では実行されてお
り、スペア SSP 上では実行されていない) 、プロセスを停止してください。

5. Capacity on Demand ソフトウェアをダウンロードしたディレクトリに移動してくだ
さい。

6. 次のようにして、ダウンロードした圧縮ファイルを展開してください。

7. 次のようにして、Capacity on Demand パッケージをインストールします。

ssp# /etc/init.d/ssp stop

ssp# cd ダウンロード先ディレクトリ

ssp# uncompress sun_cod_1_0.tar.Z
ssp# tar xvf sun_cod_1_0.tar

ssp# pkgadd -d Product SUNWcod SUNWcodmn SUNWcodbk
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8. スペア SSP 上で、手順 1 で作成したバックアップファイルを、ssp_restore(1M)

コマンドを使用して復元します。

手順 1でメイン SSPをバックアップしていない場合は、次に示すファイルをメイン
SSPからスペア SSP へコピーしてください。

� ライセンスファイル (/var/opt/SUNWssp/.ssp_private/SUNWcod.lic)
� cod_resource ファイル

(/var/opt/SUNWssp/.ssp_private/cod_resource)
� セキュアログファイルと月次で保存されているログファイルのコピー

(/var/opt/SUNWssp/adm/cod.logと /var/opt/SUNWssp/adm/cod.log.*)
� blacklist(4) ファイル

(/var/opt/SUNWssp/etc/プラットフォーム名/blacklist)

Capacity on Demand 1.0の再インストール
Capacity on Demand 1.0ソフトウェアは、通常は工場出荷時に Sun Enterprise 10000
システムにインストールされています。メイン SSP上のディスクエラーや他の問題が
ある場合や、バックアップファイルを保持していない場合は、次の手順で Solarisオペ
レーティング環境、SSPソフトウェア、Capacity on Demand 1.0 ソフトウェアを再イ
ンストールする必要があります。

� メイン SSP 上に Capacity on Demand 1.0 を再インス
トールする

1. Solaris オペレーティング環境をインストールしてください。

インストールの手順については、次のマニュアルを参照してください。

� Solaris 2.6 の場合は、Solaris 2.6 System Administrator Collection の『Solaris のイ
ンストール (上級編)』を参照してください。

� Solaris 7 の場合は、Solaris 7 Installation Collection の『Solaris のインストール (上
級編)』を参照してください。
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2. 『Sun Enterprise 10000 SSP 3.1.1 Installation Guide and Release Notes』、『Sun

Enterprise 10000 SSP 3.2 Installation Guide and Release Notes』、『Sun Enterprise

10000 SSP 3.3 インストールマニュアルおよびご使用の手引き』で説明している手順
に従って、SSP ソフトウェアをインストールしてください。

SSP 3.1.1 ソフトウェアを使用している場合は、パッチ 108135-01 を適用する必要が
あります。

SSP プロセッサが実行中の場合は、停止してください。

3. Web から Capacity on Demand 1.0 ソフトウェアをダウンロードしてください。

a. Web ブラウザで、http://www.sun.com/servers/sw にアクセスします。

b. 「Enterprise 10000 Capacity on Demand (COD) 1.0 Software」のリンクをクリッ
クします。

c. 「Click here to download」リンクをクリックします。

ダウンロードされるファイル名は、sun_cod_1_0.tar.Z です。

4. スーパーユーザーとして SSP にログインします。

5. Capacity on Demand ソフトウェアをダウンロードしたディレクトリに移動してくだ
さい。

6. 次のようにして、ダウンロードした圧縮ファイルを展開してください。

7. 次のようにして、Capacity on Demand パッケージをインストールします。

ssp# /etc/init.d/ssp stop

ssp# cd ダウンロード先ディレクトリ

ssp# uncompress sun_cod_1_0.tar.Z
ssp# tar xvf sun_cod_1_0.tar

ssp# pkgadd -d Product SUNWcod SUNWcodmn SUNWcodbk
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8. ssp_backup(1M) コマンドで作成した、SSP 環境のバックアップファイルがあれ
ば、次のようにして復元してください。

バックアップ先ディレクトリには、ssp_backup(1M)コマンドで作成した
ssp_backup.cpio ファイルのあるディレクトリを指定します。

9. 手順 8 に従って SSP 環境を復元していない場合は、Capacity on Demand のライセン
スファイルである cod_resource(4) を編集して、さらに blacklist(4) ファイルを
作成する必要があります。

� SSP以外のシステムにライセンスキーファイルがある場合は、それらのファイルを
SSP にコピーしてください。

� ライセンスキーファイルやライセンスキーが添付された電子メールがない場合は、
テキストエディタでライセンス認証にあるライセンスキーを入力して、ライセンス
キーファイルを作成してください。詳細については、『Sun Enterprise 10000
Capacity on Demand管理者マニュアル』を参照してください。

� ライセンスの認証については、購入先にお問い合わせください。

a. ユーザー ssp として、SSP にログインします。

b. ライセンスキーファイルのあるディレクトリに移動してください。

c. 次のようにして、入力してください。

ファイル名には、1つもしくは複数のライセンスキーファイルのファイル名のリス
トが入ります (複数の場合は、各ファイル間をスペースで区切ってください)。コマ
ンド行から複数のファイル名を指定する場合は、codlit(1M) を使用すれば、各ラ
イセンスキーファイルからいくつのライセンスキーがインストールされたかを示し
ている行を表示します。

注 – ライセンスファイルのコピーは、SSP以外のシステムに保存しておくことをお勧
めします。

ssp# ./ssp_restore バックアップ先ディレクトリ/ssp_backup.cpio

ssp% codlitファイル名
codlit: 2 license key(s) installed from file, ファイル名
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d. ライセンスをお持ちでないプロセッサを、blacklist(4) ファイルへ追加してくだ
さい。

blacklist(4) ファイルは、テキストエディタで変更することができます。詳細に
ついては、『Sun Enterprise 10000 Capacity on Demand 1.0 管理者マニュアル』を
参照してください。

e. 変更の必要があれば、テキストエディタを使用して、 cod_resource(4) ファイル
を編集してください。

LicenseNotifyListと SunAddrリソースに値を入力してください。詳細につい
ては、cod_resource(4)のマニュアルページか、『Sun Enterprise 10000 Capacity
on Demand 1.0管理者マニュアル』を参照してください。

10. ssp_backup(1M) コマンドを使用して、SSP 環境をバックアップしてください。

注 – スペア SSPを使用する場合、メイン SSPで使用しているものと同じバージョン
の SSPソフトウェアと Solarisオペレーティング環境を使用する必要がありま
す。

11. スーパーユーザーとしてログインし、SSP プロセスを起動します。

12. Capacity on Demand のログファイルを確認してください。

次のような Capacity on Demand の起動メッセージがあることを確認してください。

起動メッセージに続き、Capacity on Demand の稼働を示すメッセージもあり、使用
されているプロセッサの数やライセンスされているプロセッサの数などが記載されて
います。

ssp# /etc/init.d/ssp start

ssp% cat $SSPLOGGER/cod.log

Thu Aug 19 14:01:41 1999 1014:SSP codd started 935096501.880
808edcd5 a69f04 1719 ZP4pcDBQhoe8rkAldMpXTw


